












































































































































































































































Ｂ　うリガー　ナラン［ʔuriɡaː naraɴ］それがはできない。（ɡaja ＞ ɡaː）
Ｃ　マヤーノー　カマン［majanoː kamaɴ］猫がは食べない。（nuja ＞ noː）




























































































（３）他に 70 代、80 代の話者にも確認したところ、同様に物理的な距離によって区別
されるとのことであった。
（４）ヤーガムンのように言えないことは、ないが通常ヤームンと用いる。
（５）那覇（前島）方言においては〔ヌ〕〔ガ〕両形で承けられる体言があり、〔ヌ〕の
領域に〔ガ〕が進出している、とのことである。
（６）例えば、山田（1954）では、格助詞に付属せるものの例として、「秋萩の花をば雨
にぬらせども君をばましてをしとこそ思へ。」の例（p214）が示されており、「を」
が「は」によってとりたてられても、かつては、普通に姿をあらわしていたこと
がわかる。
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